








このプログラムを運営する GIC (Global Interdisciplinary Course) センターが開設さ
















る日本の大学の低迷にあるようだ。英国の高等教育を主に扱った新聞 The Times 













部省によって実施される TAE (Teaching Assessment Exercises) の結果で、その
結果が優れた学部には国内外から学生が集中する傾向にある。第二の条件は、
約 5 年ごとに文部省によって行われる RAE (Research Assessment Exercises) 
と呼ばれる各学部のアカデミックスタッフ全員の研究評価の審査で高得点を
獲得することである。この評価の水準になっているのは、各スタッフが提出
しなければならない最近 5 年間の研究業績の中の 3 本で、通常一番高得点が
もらえそうな著書、編著、各分野で国際的に著名な審査付きの学術雑誌に掲



















ず 2010 年の TOEFL (iBT) の成績の国別ランキングがあげられる。これによると、













































ある。英国の人口のおよそ 92 パーセントが公立学校に、残りの 8 パーセントは
私立学校に通う。(10)
公立学校を選択した生徒は、5 歳から 11 歳まで primary school （初等学校）に
まず通い、その後 11 歳から 16 歳まで secondary school（中等学校）で学ぶ。中等
英国における外国語教育
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学校の最終年の 5 月末から 6 月の初めにかけて、General Certificate of Secondary 
Education （略して GCSE Exams）という試験を受けることが全ての生徒に課され
ている。(11) この試験が終わると義務教育は終了し、勉強が不得意な者は、GCSE
試験が終わったあと就職する。大学や専門学校で学びたい生徒は、ほとんどが
18 歳で受験する Advanced Level Examinations（略して A Level Exams）への合
格を目指し、各自が選択した 3 ～ 4 教科だけを 16 歳から 18 歳までの 2 年間、
Sixth Form College か高等学校で学ぶ。(12) 英国人の現役学生の場合、どの大学に













クターチャレナーズ高等学校（Dr Challoner’s High School）で、長年に亘りドイ
ツ語、フランス語教育に携わってきたマリア・コリンズの場合も、レスター大学
の現代外国語学部でドイツ語とフランス語を専攻した。3 年次の 1 年間は、ドイ
ツで仕事に就き、4 年次にレスターに戻り、上級レベルのドイツ語を取得し、卒
業した。彼女は初めから公立学校のドイツ語教師を目指していたので、卒業後す



















この学校は、中等学校と Sixth Form College の役割を兼ねた公立学校で、11 歳
から 18 歳までの女子学生にハイレベルな教育を提供している。(20) 11 歳から 14
歳までは GCSE の準備期間で、14 歳からは、16 歳の時受験する全国共通試験（ス
コットランドを除く）である GCSE の受験準備教育を行う。16 歳からは 18 歳の
時に受ける 3 ～ 4 教科の A レベル (Advanced Level) 試験に、5 段階評価のうち、
一番上の A あるいは B 評価を獲得し、各学生の志望大学に入学できるような授
業を提供しているという。外国語学習に関しては、カリキュラムに入っている外
国語は、ラテン語、フランス語、スペイン語、ドイツ語である。
ドイツ語教員はコリンズも含めて 5 人だが、そのうちドイツ人は 1 人しかいな
い。その教員は完璧な英語とドイツ語を話すバイリンガルであり、現在ドイツ語
学科長を務めているという。(21) 他の 4 人の英国人ドイツ語教師も学科長同様バ
イリンガルだ。またコリンズの高等学校は British Council の認定校であるため、








ているのだろうか。11 歳から 14 歳までは外国語の初心者、初級レベルで、簡単
な文法、作文、読解、日常会話を教授している。特に会話の授業では、写真や絵
の描写、与えられた様々なタスクに従って簡単な会話をする role play など、単な
る単語、表現の学習にとどまらず、いろいろな状況を想定した極めて実践的なも
のも含まれている。(24)


















私はレスター市郊外にある 14 歳から 18 歳の生徒に GCSE と A レベルの教育
を提供しているビーチャム・カレッジのフランス語の GCSE と A レベル、スペ
32











スタディプログラムを提供していることだ。たとえば 1 ～ 2 週間現地でホームス
テーをし、語学学校の短期集中語学講座に通う、姉妹校になっている現地の学校




















































































































E、F、G のランキングがあり、A、 B、C、D が合格で、E、F、G が不合格である。
もちろん A がトップのランキングだが、特に成績優秀な学生には A スターがつ
くこともある。各大学の各学科では、日本の偏差値ほど厳密に数字化はされて
いないが、志願者が必要最低限満たさなければならない 3 教科の A レベルのグ
レード基準を設定し、公表している。それに基づいて各々の学生は A レベルの
試験を受験する少なくとも 1 年前に、自分の学力に見合った希望大学 5 校と希望








語学科に入学するためには、3 教科の A レベルの成績が AAB 以上でなければな
らない。フランス語は英国人学生の間で大変人気のある現代外国語なので、当
然競争が激しく、高い A レベルの結果が入学条件として課されるわけだ。加え









を卒業することができ、どのコースも Year abroad course である。1、2 年生で各
自が専攻している言語の 4 技能（話す、聞く、読む，書く）を学び、各言語が話
されている国々の歴史、文学、文化、政治、経済など学問的な知識も同時に学
習する。(52) 3 年生になると Year abroad で、専攻言語が話されている国に一年間
滞在することが義務付けられている。(53) 現地の大学で留学生として勉強するか、
現地の学校で英語教師として働くか、現地の企業あるいは団体に勤務するか、こ










マロニーは、3 年生に進級した 2016 年の 9 月からケンブリッジ大学と姉妹校に
なっているイタリアの某大学で留学生として学んでいる。彼女の場合、大学入学





















































































































ジア学科コース（East Asian degree course）に移るか、日本語とは関係のない同大
学の他の学部に編入するかである。私が勤めていた頃は、1 年次の学生数は平均













































て困難になるであろう。また EU 加盟国の大学で 1 年間学ぶことも金銭的に難し
くなると考えられる。今までは、各自が在籍する EU の大学の姉妹校に 1 年間留
学する場合は、授業料は免除され、住居費を含む生活費は EU ファンドからの資
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